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重要事項説明書 
住宅瑕疵担保責任保険法人 

株式会社ハウスジーメン 
 

お申込みの前に必ずお読みください 

 

この「重要事項説明書」には、ハウスジーメンの保険申込事前検査の内容を理解するために、

特に確認いただきたい事項を記載しています。 

保険申込事前検査の申込みに際して必ず内容を確認のうえ、大切に保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

 

保険申込事前検査の申込みを郵送により受ける場合は、本冊子の送付をもって、重要事項

説明とします。内容を確認したことについて、申込書の確認欄にチェックを付け、申告してくだ

さい。 

この書面は、保険申込事前検査に関する全ての内容を記載しているものではありません。 

内容について不明な点がありましたら、保険取次店または当社までお問い合わせください。 

 

保  険  申  込  事  前  検  査 
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１．保険申込事前検査の内容 

保険申込事前検査（以下「事前検査」といいます）は、既存住宅かし保険（個人間売買）または既存住宅かし保

険（宅建業者販売）（以下「既存住宅売買かし保険」といいます）の申込みを予定している住宅（以下「保険申込

予定住宅」といいます）を対象に、当社が既存住宅検査基準への適合性を検査するものです。 

事前検査の終了後、申込者へ検査結果を記載した通知書(以下「通知書」といいます)を交付します。通知書は、

申込者が希望する場合は、安心 R住宅の手続きで使用する「既存住宅売買瑕疵保険検査適合証」を交付しま

す。ただし、事前検査に適合しなかった場合は検査結果を記載した通知書を交付します。 

２．保険申込事前検査の方法 

（1） 標準的な事前検査の場合 

保険申込事前検査は、当社の現場検査員が目視、計測等の非破壊検査により、保険申込予定住宅について、

構造耐力上主要な部分と雨水の浸入を防止する部分に劣化事象その他不具合である事象（以下「劣化事象

等」といいます）が生じてないか確認します。 

(2) 給排水管路の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査の場合 

給排水管路を保険契約の対象とする既存住宅売買かし保険に加入することを前提とする事前検査の場合は、

（1）の検査対象部分に加え、当該部分について、劣化事象等が生じていないか検査を行います。 

ただし、木造住宅以外の共同住宅の一の住戸の申込みを前提とする事前検査（以下「住戸型事前検査」といい

ます）の場合は、給排水管路のうち管理組合が所有または管理する部分は検査の対象となりません。 

(3) 給排水管路等の担保に関する特約を付帯する前提の場合 

給排水管路と給排水設備、電気設備およびガス設備を保険契約の対象とする既存住宅売買かし保険に加入す

ることを前提とする事前検査の場合は、（1）の検査対象部分に加え、当該部分について、劣化事象等が生じて

いないか検査を行います。 

検査部位の概要については、本書末尾の別紙を参照してください。 

３．保険申込事前検査の効力 

事前検査に適合した住宅は、次のとおり事前検査の結果をもって、既存住宅売買かし保険の引受けにあたり当

社が実施する現場検査の全部または一部に代えることができます。 

事前検査の結果をもって現場検査に代えるためは、保険契約の申込時に、当社から交付された通知書または

既存住宅売買瑕疵保険検査適合証の提出してください。 
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保険申込予定住宅の引渡日 代えることができる現場検査 

① 下記以外の住宅 

事前検査の実施日から 1年以内 

② 鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造（以下「鉄

筋コンクリート造等」といます）の共同住宅 

事前検査の実施日から 2年以内 

現場検査の全部または一部 

① 下記以外の住宅 

事前検査の実施日から 1年以内 

② 鉄筋コンクリート造等の共同住宅 

事前検査の実施日から 2年を超え 20年以内 

現場検査の一部 

ただし、事前検査の終了後、保険申込予定住宅の引渡しの時までに、その住宅の事前検査の対象となった部

分に対する改修工事が実施された場合や、住宅に変状が生じている場合は、事前検査の結果を利用すること

はできませんので留意してください。

 

４．ハウスジーメンが負う賠償責任 

保険契約に加入しなかった場合でも、当社は次の場合に損害賠償の責任を負います。 

① 当社は、実施した事前検査において、当社の故意または重大な過失により劣化事象等を発見することがで

きず、保険申込予定住宅の検査対象部分の隠れた瑕疵に起因して次の場合に応じてそれぞれ掲げる事由

が生じた場合は、修補に要する費用について損害賠償の責任を負います。 

ａ．ｂおよびｃ以外の事前検査の場合 

(a) 構造耐力上主要な部分が基本的な耐力性能を満たさない場合 

(b) 雨水の浸入を防止する部分が防水性能を満たさない場合 

ｂ．給排水管路の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査の場合 

(a) 構造耐力上主要な部分が基本的な耐力性能を満たさない場合 

(b) 雨水の浸入を防止する部分が防水性能を満たさない場合 

(c) 給排水管路が通常有すべき性能および機能を満たさない場合（住戸型事前検査を実施した場合は、

管理組合が所有または管理する部分の瑕疵に起因して生じた場合は対象外です） 

ｃ．給排水管路等の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査の場合 

(a) 構造耐力上主要な部分が基本的な耐力性能を満たさない場合 

(b) 雨水の浸入を防止する部分が防水性能を満たさない場合 

(c) 給排水管路が通常有すべき性能および機能を満たさない場合 

(d) 給排水設備、電気設備またはガス設備が機能しない場合 
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上記の損害賠償は、保険申込予定住宅の住宅区分に応じてそれぞれ次の額を限度とします。 

住宅区分 限度額 

戸建住宅 1,000万円 

共同住宅 1,000万円／戸 

②上記のほか、事前検査において、当社の過失により劣化事象等を発見できなかった場合は、民法の定めると

ころに従い、損害賠償の責任を負います。 

５．留意事項 

事前検査は、保険契約締結を目的とした検査です。検査の終了後、当社が交付する通知書は、保険申込予定

住宅全体に隠れた瑕疵がないことを保証したり、住宅の性能を評価し、表示したりするものではありません。 

６．個人情報の取扱い 

当社は、皆様からお預かりした個人情報を以下のとおり取り扱います。 

(1) 個人情報の利用目的 

当社は、以下の利用目的の範囲内において、当社に提供された個人情報を利用します。 

・住宅瑕疵担保責任保険業務の履行 

・住宅の性能表示、検査、証明に関する業務(く住宅性能表示制度に基づく住宅性能評価業務、独立行政法人

住宅金融支援機構フラット 35住宅適合証明検査業務を含みます)の履行 

・住宅地盤保証取次業務の履行 

・住宅履歴情報業務の履行 

・住宅ローン取次業務の履行 

・完成保証業務の履行 

・その他住宅瑕疵担保責任保険法人として国土交通大臣の認可を受けて行う業務の履行 

・当社グループ会社(下記(3)参照)および提携会社が取り扱う商品、サービス、催し物等に関する案内 

当社は、上記の利用目的について、それらのいずれかと相当の関連性を有すると合理的に認められる範囲に

おいて変更することがあります。この場合、当社はその内容をホームページ等により公表します。 

(2) 個人情報の提供 

次の場合を除き、本人の同意なく第三者に提供しません。 

・法令に基づく場合 

・人の生命、身体または財産の保護のために必要な場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき 

・公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のため特に必要な場合であって、本人の同意を得ることが

困難であるとき 

・国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協

力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき 

・個人情報の利用目的の達成に必要な範囲において、業務委託先へ個人データの取扱いの全部または一部

を委託する場合 

・住宅ローン取次業務に関連して、当社グループ会社である日本モーゲージサービス株式会社または株式会

社住宅アカデメイアに提供する場合 

・当社業務に必要な再保険契約に関して、再保険引受先へ提供する場合 

・住宅瑕疵担保責任保険に関する相談、住宅瑕疵担保責任保険契約が付保された住宅について生じる保険

事故の対応もしくは紛争解決に向けたあっせん等または関係者への情報提供のために保険・住宅関連の公

的機関(一般社団法人住宅瑕疵担保責任保険協会(以下「保険協会」といいます)、指定紛争処理機関または

公益社団法人住宅リフォーム・紛争処理支援センターを含みます)に提供する場合 
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・当社グループ会社との間で共同利用を行う場合 

・個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内にて、業務委託先、住宅瑕疵担保責任保険協会、再保険引受

先、指定住宅紛争処理機関その他業界関連機関等に提供する場合   など 

当社は、上記について、相当の関連性を有すると合理的に認められる範囲において変更することがあります。

ただし、変更を行う場合は、その内容をホームページ等で公表します。 

(3) 個人情報の共同利用 

当社は、提供された個人情報を当社のグループ会社と共同で利用することがあります。 

・共同利用する個人情報の項目 

氏名、所属に関する情報(会社名、部署名等)、役職名、住所、電話番号、FAX番号、メールアドレス、音声、

サービス購入履歴 

・共同利用の範囲 

当社グループ会社（日本モーゲージサービス株式会社または株式会社住宅アカデメイア、一般社団法人住

宅技術協議会）およびそれらの提携会社 

・共同利用の利用目的 

取得の際に当社が通知または公表した利用目的の達成に必要な範囲 

・共同利用する個人情報の管理責任者 

日本モーゲージサービス株式会社 経営管理部（お客様担当窓口） 

TEL：03-5408-8160 FAｘ：03-5408-8218 E-mail：info@m-s-j.jp 

(4) 個人情報の取扱いの詳細 

その他の詳細については、当社ホームページ（ http://www.house-gmen.com ）を参照してください。  

事前検査に関する相談・苦情・連絡窓口 

事前検査に関するお問合せ、相談・苦情等は、当社に連絡してください。 

株式会社ハウスジーメン 

窓口 電話 受付時間 

受付センター(お問合せ全般・保険事故の受付） 03-5408-8486 受付時間 

平日 9：00～17：00 
お客様相談室（相談、苦情） 03-5408-6088 

夜間休日受付窓口 

(お客様相談および保険事故の一報受付) 
0120-516-335 

受付時間 

平日 18：00-翌朝 9：00 

土日祝日 24時間 
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別  紙    検査部位の概要 
 

 

 

１．戸建住宅（木造・在来軸組工法の例） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根 
・屋根葺き材の著しい破損、ずれ、ひび割れ、劣化、欠損、浮き、はがれ 

・防水層の著しい劣化、水切り金物等の不具合 

外壁および軒裏 
<乾式仕上げ、タイル仕上げ（湿式工法）塗装仕上げ等> 
・下地材まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ、剥落 

・複数の仕上げ材にまたがったひび割れ、欠損 
・金属の著しいさび、化学的浸食 
・仕上げ材の浮き 

 

小屋組（下屋部分を含む） 
・著しいひび割れ、劣化、欠損 

小屋組（下屋部分を含む） 
・雨漏りの跡 

天井〈乾式仕上げ、塗装仕上げ等〉 
・下地材まで到達するひび割れ、欠損、浮き、
はらみ、剥落 

天井 
・雨漏りの跡 

軒裏 
・シーリング材の破断、欠損 

・軒裏天井の雨漏りの跡 

バルコニー 
・防水層の著しい劣化、水切り金物等の不具
合 

バルコニー 
・支持部材、床の著しいぐらつき、ひび割れ、
劣化 

外壁（開口部含む） 
・シーリング材の破断、欠損 
・建具の周囲の隙間、建具の著しい開閉不良 

柱および梁 
・激しいひび割れ、劣化、欠損 

・針の著しいたわみ 
・柱の 6/1000 以上の勾配の傾斜 

 

床 
・著しいひび割れ、劣化、欠損 
・著しい沈み 
・6/1000 以上の勾配の傾斜 

土台および床組 
・著しいひび割れ、劣化、欠損 

基礎（立ち上がり部分を含む） 
・幅 0.5㎜以上のひび割れ 
・深さ 20 ㎜以上の欠損 

・コンクリートの著しい劣化 
・さび汁を伴うひび割れ、欠損 
・鉄筋の露出 

 

腐朽等 
・著しい腐朽等 

蟻害 
・著しい蟻害 

全部位共通 

内壁 
・雨漏りの跡 

内壁 
<乾式仕上げ、タイル仕上げ（湿式
工法）、塗壁仕上げ等> 

・下地材まで到達するひび割れ、欠損、
浮き、はらみ、剥落 

・6/1000 以上の勾配の傾斜 

 
構造耐力上主力な部分に係るもの 

雨水の浸入を防止する部分に係るもの 

凡例 

上記の他、、「玄関・廊下」、「キッチン」、「洗面所」、」「浴室」等において、給排水管路の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査

では給排水管路対する検査を、給排水管路等の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査では給排水管路ならびに給排水設備、

電気設備およびガス設備に対する検査をそれぞれ行います。 

 
鉄筋の本数および間隔 
・鉄筋の本数の不足等（基礎の検査において不適合箇所が発見さ
れた場合に限ります） 

基礎 
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２．共同住宅（鉄筋コンクリート造の例） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の他、「玄関・廊下」、「キッチン」、「洗面所」、」「浴室」等において、給排水管路の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査で

は給排水管路対する検査を、給排水管路等の担保に関する特約を付帯する前提の事前検査では給排水管路ならびに給排水設備、電

気設備およびガス設備に対する検査をそれぞれ行います。ただし、給排水管路の担保に関する特約を付帯する前提の住戸型事前検

査の場合は、給排水管路のうち、管理組合が所有または管理する部分に対する検査は実施しません。 

住戸型事前検査において、保険申込予定住宅が長期修繕計画を有するものである場合は、共用部分のうち屋根に対する検査は行い

ません。 

屋根 
・防水層の著しい劣化、水切り金物等の不具合 

外壁および軒裏 
<コンクリ―ト打放し、塗装仕上げ> 
・幅 0.5㎜以上のひび割れ 
・深さ 20 ㎜以上の欠損 
・コンクリートの著しい劣化 

・さび汁を伴うひび割れ、欠損 
・鉄骨の露出 
<タイル仕上げ（湿式工法）、塗装仕上げ等> 
・下地材まで到達するひび割れ、欠損、浮き、はらみ、剥離 
・複数のタイルにまたがったひび割れ、欠損 
・仕上げ材の著しい浮き 

 

床 
・著しいひび割れ、劣化、欠損 

・6/1000 以上の勾配の傾斜 

基礎（立ち上がり部分を含む） 
・幅 0.5㎜以上のひび割れ 
・深さ 20 ㎜以上の欠損 

・コンクリートの著しい劣化 
・さび汁を伴うひび割れ、欠損 
・鉄筋の露出 

内壁 
・雨漏りの跡 

内壁 
<コンクリ―ト打放し、塗装仕上げ> 
・幅 0.5㎜以上のひび割れ 
・深さ 20 ㎜以上の欠損 
・コンクリートの著しい劣化 

・さび汁を伴うひび割れ、欠損 
・鉄骨の露出 
 

天井<コンクリ―ト打放し、塗装仕上げ> 
・コンクリートの著しい劣化 
・さび汁を伴うひび割れ、欠損 

・鉄骨の露出 
 

天井 
・雨漏りの跡 

外壁（開口部、笠木またはバルコニー等との取
り合い部分を含む） 

・シーリング材の破断、欠損 

・建具の周囲の隙間、建具の著しい開閉不良 

バルコニー及び共用廊下 
・支持部材、床の著しいぐらつき、ひび割れ、
劣化 

柱および梁 
・著しいひび割れ、劣化、欠損 

・柱の著しい傾斜 

 

 

 

構造耐力上主力な部分に係るもの 

雨水の浸入を防止する部分に係るもの 

凡例  
鉄筋の本数および間隔 
・鉄筋の本数の不足等（既存住宅戸単位販売
かし保険の申込みを予定する保険申込事前

検査の場合を除きます） 

床、柱および梁、外壁 

 コンクリートの圧縮強度 
・コンクリートの圧縮強度の不足（既存住宅戸
単位販売かし保険の申込みを予定する保険

申込事前検査の場合は、保険申込予定住
宅が 1999年 4月 30日以前に建築確認を受
けたものであるときに限ります） 

基礎、外壁、内壁 
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住宅瑕疵担保責任保険法人 

株式会社ハウスジーメン 
〒 1 0 5 - 0 0 0 3  東京都港区西新橋 3-7-1 ランディック第 2 新橋ビル 

受 付 セン ター  TEL 03-5408-8486   FAX 03-5408-6034 

お客 様 相 談 室  TEL 03-5408-6088 

http：//www．house-gmen．com 
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